【活動事業】
別紙２　事業予算書

　　　事業名　　　　　　　　　　　　　　

【収　入】　他の団体からの補助金がある場合は記入してください。
（単位：円）

	科　　目
	予算額
	説　　　　　明

	大館市まちづくり団体事業費補助金
	
	

	自己負担金
	
	

	参加費、入場料
	
	

	協賛金、寄付金
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	


【支　出】　団体運営のための経費は記入しないでください。
（単位：円）

	科　　目
	予算額
	説　　　　　明

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合　　計
	
	


申請額の算出
	補助対象

事業費
	補助対象外

事業費
	事業収入

	補助対象事業費の1/2又は2/3
	（事業費－事業収入）の1/2又は2/3
	補助金申請額

	
	
	
	①
	②
	,000円


事業予算書の記入の仕方
予算書は具体的な事業の中身を理解するのに必要な資料です。
予算書には、どういう資金（収入）をもってどのような事業（支出）を行うのかを示してください。

収入、支出とも科目といういくつかのグループに分けて表示します。これにより、どのような性格の事業なのかを理解することができます。
収入科目の例　
自己負担金、補助金、参加料、入場料、協賛金、寄付金などです。事業の性格により、科目は異なります。
　「大館市まちづくり団体事業費補助金」の科目には、この補助金を受けたものとして、予算額欄に下記の計算方法により算出した金額を記入してください。他に県や財団などからの補助金収入がある場合は、それも記入してください。

支出科目の例

消耗品費、印刷代、通信費、公告料、借上料、報償費（講師謝礼など）、食糧費、備品購入費などです。事業の性格により、科目は異なります。

補助金の算出方法

補助対象事業費を計算します。事業費（支出合計）から補助対象外事業費（食糧費など）を差し引いた額が補助対象事業費です。
①　事業収入（収入合計から大館市まちづくり団体事業費補助金と自己負担金を除いた額）が補助対象外事業費以下の場合･･･補助対象事業費の２分の１又は３分の２の額
②　事業収入（収入合計から大館市まちづくり団体事業費補助金と自己負担金を除いた額）が補助対象外事業費を超える場合･･･（事業費－事業収入）の２分の１の額又は３分の２の額
①または②の額と５０万円の少ないほうが申請できる額（千円未満切り捨て）です。
領収証
補助金交付が決定し、事業を行った後に実績報告書を提出していただきますが、このとき支出の証として、領収証のコピーが必要となります。
支出に際しては、必ず領収証をもらってください。

このとき、領収証の宛名は、補助金を申請した団体名になります。個人名や他の団体名の場合には、補助対象となりませんのでご注意ください。
